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【講義①】 研修概論 

講師：飛田 

研修内容 

・林業における集合研修の位置づけと効果 

・コロナ禍における研修方法の再検討の必要性 

・講師に求められる資質 
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講義① 研修概論

林業における集合研修の位置づけと効果

・社内教育の補完

・最新情報の収集

・職場を超えた同業者との交流と連携構築

 

 

講義① 研修概論

林業における集合研修の課題

・知識や技能を完全に習得できるほどの時間は確保できない

・研修で得た情報の組織内での共有が行われない場合がある

・受講できる対象が限られている
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講義① 研修概論

通信教育型研修のメリット

・集合しない（コロナ禍でも確実に実施可能）

・研修資料を組織全体で活用できる

・研修内容の組織内共有が容易

・「緑の雇用」事業に参加していない現場技能者や事業体に対する

社内教育サポートにも活用できる

→ 実習も含め、新しい研修方法を検討する必要があるのでは？

→ 実習は集まらないとできない？本当ですか？

前に進むためには自分の中の当たり前を疑うことも必要です。

 

講義① 研修概論

講師に求められる資質

・研修内容の実務経験がある。

→安全確保のため

→テキストには記載されていないコツやトラブルの対処方法など、

実用性の高い知識や技能を提供するため。

・研修生を観察する目（視点）を持っている。

・観察した結果を言葉で伝える力がある。
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【講義②】 伐木のメカニズム 

講師：上村 

研修内容 

・標準的な伐倒技術 

・受け口 

 受け口とツルの関係／受け口角度／受け口深さ／受け口切りの不一致 

・ツル 

 ツル幅／ツル幅の不均一なときの伐倒方向 

・追い口 

 追い口高さ／年輪の影響／裂け／北欧式伐倒技術の注意点 

・伐倒の基本原則 

 受け口／追い口高さ／ツル幅 
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【グループワーク①】 現状の整理と展望 

講師：飛田 

研修内容 

 ２日目からの実習とグループワークを始める前に、以下の４つの項目について自分自身

を整理して共有する。整理する際には項目毎に設定された制限内でまとめる。 

整理した内容は班毎に模造紙にまとめる。 
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グループワーク① 現状の整理と展望

自己紹介もかねて現状の整理と展望を教えてください

概要

・４班に別れて作業をしていただきます。

・整理するのは個人毎にですが、班毎に模造紙にまとめていただきます

（※初めての共同作業です。まとめ方はお任せします。）

 

グループワーク① 現状の整理と展望

整理して伝えること

（伝えるときの決まりごと）

① 自分のこれまで

（自分のこれまでを表すキーワード3つ以内）

② 所属する県や林業の特徴

（特徴を分かりやすく表すキーワード３つ以内）

③ 自分が今、所属先や林業界から求められていること

（２０文字以内で作文）

④ 自分がこれから何をしていきたいか

（キーワード３つ以内 or ２０文字以内で作文）
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【発表①】 事前学習についての発表 

講師：飛田 

研修内容 

・事前学習（伐木理論／伐倒実技）についての発表 

 →一人当たり５分程度 
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発表① 事前学習についての発表

事前学習で行ったことについて発表してください

概要

・個人毎に発表して頂きます。

・発表は一人５分程度です。

 

発表① 事前学習についての発表

整理して伝えること

① 事前学習をやってみて難しかったこと

② 事前学習をやってみて楽しかったこと

③ 事前学習課題の良かった点

④ 事前学習課題の改良点

↑一人当たりの持ち時間は５分程度ですよ。
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【伐木実習（前半）】 

講師：武田・飛田 

研修内容 

・事前学習の成果の確認 

・事前学習をする中で自分では解決できなかった課題や疑問を共有し解決方法を探る 

・伐木作業に関する自分の癖や特徴を再確認し整理する 

・グループ内で観察し合い、他者の技能を観察するときに大切なポイントを見つける 

 

【伐木実習（後半）】 

講師：武田・飛田 

研修内容 

・実技研修動画の映像撮影（スマートフォン利用） 

・何をどう撮影するか（何を伝えるか）を見る人の立場で考える 
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「競技と現場の仕事はちがう！」

「あれだけやってても山で木は伐れない」

JLC（日本伐木チャンピオンシップ）に対する

大半の方の意見です

 

木を伐る作業を構成する３つの要素

• 「認知」

作業対象およびその周囲

の異常や危険を見つけ認

知すること

• 「判断」

認知した結果に対してどの

ような行動をとればよいの

か決定すること

• 「操作」

判断に従って機械や手工具

等を用い，作業を実行する

こと

教育の現状
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「競技と現場の仕事はちがう！」

「あれだけやってても山で木は伐れない」

伐木競技会は「操作」の技能を競う大会です

「操作」技能だけあっても山で木は伐れませんが

「操作」技能がなくては山で木は伐れません

 

各要素の適した学び方・教え方

• 「認知」

• 「判断」

• 「操作」

教育の現状

頭

身体

考える力を養いたい「認知」「判断」力

体を使って行う「操作」 技能

・・・それぞれ教育手法や、指導に適した環境が異なります

・木の重心を見る

・作業方法の選ぶ など

・イメージ通りに体を動かす
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「操作」

教育の現状

身体

研修では、操作技能つまり...
・自分のイメージ通りに体が動いているかどうか
・自分のイメージ通りに体を動かすためにはどうするか
確認し、トレーニングします。

（イメージ通りに体を動かす）

研修でトレーニングする対象

 

STEP1 自分の技能を客観的に評価する

教育の現状

客観的な方法で自分のイメージの再現性を確認し
ましょう。

具体的には数値で確認します。

トレーニングのポイント

受け口は45度で作ろう
ツル幅は5㎝にしよう

測ってみたら2㎝だった…
ヨシ！

45度ピッタリだったぞ
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STEP2 観察する

教育の現状

数値で確認してみた結果、イメージ通りに作業が
できていなかったら。原因がなにか、よく観察し
てみましょう。
観察するのは、これらのポイントなどです。
・計測結果
・作業姿勢
・両手の力の入り具合
・目線
自分では観察しづらいことは、他の人に見てもら
いましょう。

トレーニングのポイント

 

観察のポイント①

伐倒方向が
うまく狙えない

YES

手順は正しく
理解しているか？

NO もう一度
学ぶ・説明する

・絵を描く
・やってみせる
など、工夫する

伐倒方向の
確認方法は適当？

ガンマークの
見方は正しい？

スパイクはきちん
と刺さっている？

左右どちらかの
手に力みはない？

目線はどこを
見ている？

切込み途中にチェーン
ソー本体を無理に抉っ

てない？

目立ては
できている？

体力が      の排気
量に負けていない？

伐倒方向を「面」で狙って
いませんか？

スパイク＝支点がないと、い
つの間にか      が動いてし
まって思った方向と違う向き
に受け口ができているかもし
れません

必要な         を見ながら
作業ができていますか？

目立てができていないと、切
る時に      を必要以上に強
く押してしまうので、繊細な
作業ができなくなってしまい
ます。

正しい位置と方法で使えてい
ないと      を使っても伐倒
方向はズレてしまいます。

どちらか片方が力んでいると、
切り曲がりや水平垂直が出な
いなど、狙い通りに切ること
ができません。

切込み途中に無理に      を
抉ると、切り曲がりなどの原
因になります。

必要な体力(筋力)が付いてい
ないと、      に振り回され
てしまい、正確な      がで
きません。

・・・各作業共通項目
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観察のポイント②

受け口の会合線
が合わない

YES

手順は正しく
理解しているか？

NO もう一度
学ぶ・説明する

・絵を描く
・やってみせる
など、工夫する

斜め切りの切込み
位置は正しい？

斜め切りの切込み
角度は正しい？

下切りは水平に切
れてる？

左右どちらかの
手に力みはない？

目線はどこを
見ている？

切込み途中にチェーン
ソー本体を無理に抉っ

てない？

目立ては
できている？

体力が      の排気
量に負けていない？

（下切りを先に切る場合）
切込み位置が高すぎたり低す
ぎたりすると会合線が合わな
い原因になります。

下切りを先に切る場合でも、
斜め切りを先に切る場合でも、
下切りが水平になっていない
と、会合線が合わせづらく
なってしまいます。

必要な         を見ながら
作業ができていますか？

目立てができていないと、切
る時に      を必要以上に強
く押してしまうので、繊細な
作業ができなくなってしまい
ます。

斜め切りの切込み角度は、切
り進む前に確認してますか？
確認した角度で切り進められ
ていますか？

どちらか片方が力んでいると、
切り曲がりや水平垂直が出な
いなど、狙い通りに切ること
ができません。

切込み途中に無理に      を
抉ると、切り曲がりなどの原
因になります。

必要な体力(筋力)が付いてい
ないと、      に振り回され
てしまい、正確な      がで
きません。

・・・各作業共通項目

 

観察のポイント③

ツル思うように
作れない

YES

手順は正しく
理解しているか？

NO もう一度
学ぶ・説明する

・絵を描く
・やってみせる
など、工夫する

スパイクを
活用してる？

バーは水平に
なってる？

受け口の会合線の
向きは確認した？

左右どちらかの
手に力みはない？

目線はどこを
見ている？

切込み途中にチェーン
ソー本体を無理に抉っ

てない？

目立ては
できている？

体力が      の排気
量に負けていない？

スパイクを活用すれば、自分
の反対側のツル幅を決めてい
るときに、自分側のツルを切
りすぎる失敗がなくなります。

追い口を切り始める前に、受
け口の会合線がどちらを向い
ているか確認しましたか？そ
れだけでも、ツルの切りすぎ
は減ります。

必要な         を見ながら
作業ができていますか？

目立てができていないと、切
る時に      を必要以上に強
く押してしまうので、繊細な
作業ができなくなってしまい
ます。

バーが水平になっていないと、
ツル高が左右不均一になって
しまいます。

どちらか片方が力んでいると、
切り曲がりや水平垂直が出な
いなど、狙い通りに切ること
ができません。

切込み途中に無理に      を
抉ると、切り曲がりなどの原
因になります。

必要な体力(筋力)が付いてい
ないと、      に振り回され
てしまい、正確な      がで
きません。

・・・各作業共通項目
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STEP2 観察する

STEP1 自分の技能を客観的に評価する

これらのポイントは、指導においても役立ちます。

研修ではまず、自分に対して技能の評価や観察をします。

次のステップでは、そこで得た経験を生かして

自分以外の観察をします。

他者(自分以外)の観察をする力は指導の土台となる能力です。

 

自分以外の観察で忘れてはいけないこと

自分にとっての正解が

相手にとっての正解とは限らないということ

年齢

性別

体力

適正

就業年数

経験

正解はその人の属性や

経験によって変化します

（だから“観察”することが大切です）
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安全の定義

安全：Freedom from unacceptable risk

（容認できないリスクがない状態であること）

ISO／IECガイド51：1999

容認できないリスクには個人差があります

知識や経験が不足すればするほど、目の前の危険を
“容認できないリスク”と感じ取ることができません

相手が危険を危険と感じているか観察（確認）してください。

安全について
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【グループワーク②】 

カリキュラム及び座学資料の作成 

講師：飛田・武田・事務局 

研修内容 

・チェーンソー伐倒の安全な技能習得をテーマとした 

研修カリキュラム及び座学資料の作成 
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研修のテーマ

チェーンソー伐倒の安全な技能習得

研修の概要

・集合研修は行わない。

・座学資料、実技研修動画は配信もしくは紙（DVD）で配布する。

・実技研修に必要な資材は研修生が各自用意する。

・資料配布後、一定期間経過した後にレポートを提出させる。

提出物：写真（練習風景・作成した受け口と追い口）

計測シート

アンケート＆感想文

 

カリキュラム及び座学資料

決めること

① 研修タイトル

② 研修実施時期

③ 受講者にPRしたい研修の特徴

④ 研修を受けることで得られる効果

⑤ 資料配信（配布）から課題提出までのスケジュール
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カリキュラム及び座学資料

記載すること

① 研修タイトル・実施時期

② 研修の特徴

③ 研修を受けることで得られる効果

④ 資料配信（配布）から課題提出までのスケジュール

⑤ 研修の実施内容および手順と注意事項

⑥ 提出物の説明（種類・記入方法など）

作成様式

WordもしくはPPTファイルにまとめる

Word：A4用紙１枚以内（フォントサイズ１１以上）

PPT ：スライド３枚以内（フォントサイズ２０以上）
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【グループワーク③】 実技研修動画の作成 

講師：飛田・武田・事務局 

研修内容 

・チェーンソー伐倒の安全な技能習得をテーマとした研修の実技動画の作成 

 

  



 

41 

 

実技研修動画

担当範囲

受け口の作成

A班 １フェイスカット（50p）

２ガイドバーの水平を確認する（下切の開始）（52p）

３手前側から先に切り終え、スパイクを突き刺す（53p）

４スパイクを支点に、奥側を切り込む（54p）

５ガンマークを使って受け口の向きを定め、下切を仕上げる（55p）

B班 ６斜め切りの切込み開始位置（高さ）を決める（56p）

７斜め切りの開始位置に１～２㎝の切り込みを入れる（56p）

８斜め切りを行い、下切と合わせる（57p）

 

実技研修動画

担当範囲

追い口の作成

C班 １追い口を切り込む高さを決める（69p）

２受け口の会合線の向きを確認する（70p）

３ガイドバーの水平を確認して追い口を切り込む（70p）

D班 ４追い口の手前側を所定の位置まで切込み、スパイクを突き刺す

（71p）

５クサビを打ち込む（71p）

６追い口の奥側を所定の位置まで切り込み、ツルを仕上げる（72p）
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実技研修動画

動画編集のルール

・音声は使わない

・テキストを参考にポイント等を説明するテロップを入れる

・動画の長さは一班当たり3分以内

使用する動画編集ソフト

Windowsビデオエディター
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【発表②】カリキュラム・座学資料・実技動画発表 

講師：飛田 

研修内容 

・作成したカリキュラム・座学資料・実技動画の発表 
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発表② カリキュラム・座学資料・実技動画発表

作成したカリキュラム及び教育資材について発表してください

概要

・班毎に発表して頂きます。

・発表は一班20分程度です。

 

発表② カリキュラム・座学資料・実技動画発表

整理して伝えること

全て皆さんにおまかせします。

 



 

45 

 

【総括】 

講師：飛田 

研修内容 

・全体総括 
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